
マイクロフィルム・アラート
～膨大なマイクロフィルムを情報資産としてリニューアルするために～

マイクロフィルムの劣化調査とデジタル化によって
情報資産の活用・保存、スペースの削減ができます
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劣化調査
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データ活用・保存
フィルム保管・廃棄

S T E P 2

デジタル化

劣化の進行したフィルムを物理
的・化学的に調査。

活用、保管、廃棄の対象を選定し、
優先順位を決定します。

マイクロフィルム専用スキャナで
高画質にデジタル化。

イメージに紐付くテキスト情報を
取得し、リストを整備・作成しま
す。

デジタル化したデータの内部共有、
外部発信をサポート。

データの長期保存、フィルムの保
管・廃棄のプロセスも提案します。

マイクロフィルムの生産終了 （2025.12世界的に受注終了）

マイクロフィルム保管・運用のための課題

マイクロフィルムの劣化進行・保管スペース圧迫

情報資産へのアクセス不可
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劣化調査によるポリシー策定
マイクロフィルムの劣化による緊急度と、活用・保管のための重要度をマトリク
スで分析。活用・保管・廃棄のポリシーを新たに策定することで、マイクロフィ
ルムとそれを取り巻く環境のリニューアル準備を整えます。

デジタル化による共有性向上
マイクロフィルムからデジタル化したデータをクラウドや内部ネットワークで発
信・共有。業務プロセスを刷新することで記録・ナレッジの継承と、業務の効率
化を推進します。

外部保管・廃棄によるスペース削減
マイクロフィルムを保管していた既存のスペースをリノベーション。新たな情報
資産の保管が可能となり、利便性・機能性の高いスペースとしても有効に活用す
ることができます。

情報資産リニューアルのためのフレームワーク

ハイエンドのマイクロフィル
ム専用スキャナを使用し、高
速かつ高精細にスキャニング。
コストと品質を両立します。

ユニークなリボンスキャン機
能で、フィルム全体を統合し
た１イメージで取得。キャプ
チャソフトウェアからの１コ
マ単位のフレーム出力により、
イメージ＝情報の欠落を防ぎ
ます。

マイクロフィルムの多様な形
態に応じてデジタル化します。

サービスの特長

ロールフィルム

マイクロフィッシュ

アパチュアカード
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